
学習名 木が作り出す酸素について調べよう NO3 

目的 
身近な木が作り出す酸素量を知ることで，木が生物にとって重要な役割を果たして

いること及び自然環境保護の必要性を理解する。 
対象学年 ■低学年     ■中学年     ■高学年 

場所 学校内 

内容 
・木の樹冠を測定し、小学生１人分の酸素を作り出すためには木が何本必要か計算

する。 

プログラム 

① 学習内容の説明 
・学習内容や授業の流れを説明する。 

② 樹冠（枝葉が伸びている範囲）の測定 
・グループごとに木を１本選び，樹冠（枝葉が伸びている範囲）の輪郭を地面に描く。 

・輪郭で囲んだ地面を丸や四角形として，そのおおよその面積を巻き尺を使って計

測する。 
③ 小学生１人分の酸素を出すためには，②で測定した木が何本必要か計算する 

・１人の小学生が必要な酸素を供給するには，１人当たり約 95平方メートルの樹冠が

必要であるため，95÷②の測定結果が答え。 

  ※小学生１人に必要な酸素を供給する樹冠の算出方法については，下記算出方法参照 
④ まとめ、発表 

・95平方メートルを身近な場所の広さと比べるなどして、１人が生きるために多く

の樹木を必要としていること，また，世界の森林は減少を続けており，年間 520 万

ヘクタールが失われていることなどを説明し，森林保全や自然環境保護への理解に

繋げる。 

準備物 

持ち物 

指導者：記入シート、巻き尺 
生 徒：鉛筆 

記入例（模範解答） 

 

算出方法 

体重30kgの小学生は１日で254lの酸素が必要

だと言われている。 

酸素１kg=約 700lなので，これ（254l）を重さ

で表すと 254l÷700l/kg≒0.363kg＝363g にな

る。 

日本の平均的な樹木は樹冠１㎡あたり１年間

に 1.4kg の酸素を出しているという試算がある

ので，１日あたりは 1400g÷365≒3.8gとなる。 

体重 30kg の小学生が必要な酸素を供給するに

は，363g÷3.8g/㎡≒95 ㎡なので，約 95 ㎡の樹

幹が必要であるということになる。 

※95㎡は，教室の約 1.5倍である。 

 





木が作り出す酸素について調べよう 

    年    組    番    氏名              

樹木名               測定日   月   日（  ） 

（１）樹
じ ゅ

冠
か ん

の測定 

 ①樹
じ ゅ

冠
か ん

が丸に近い場合 

樹 E

じ ゅ

AAE冠 E

か ん

Aの面積 ＝  

AE樹 E

じ ゅ

AAE冠 E

か ん

Aの半径 U    Uｍ × AE樹 E

じ ゅ

AAE冠 E

か ん

Aの半径 U    Uｍ × ３．１４ 

     ＝     ㎡ 

②樹
じ ゅ

冠
か ん

が四角に近い場合 

樹 E

じ ゅ

AAE冠 E

か ん

Aの面積 ＝ 縦 U    Uｍ × 横 U    Uｍ ＝ U    U㎡ 

（２）小学生１人分の酸素を作り出すには，（１）で測定した木が何本必要か 

９５（㎡） ÷（１）の答え     （㎡）＝ 約     本分 

 

～小学生１人に必要な酸素を供給する 樹
じ ゅ

冠
か ん

の面積を算出する場合～ 

①体重 30kg の小学生が１日に必要な酸素の重さ（g）＝（Ａ） 

体重 30kg の小学生は１日で 254l の酸素が必要である。 

酸素１kg＝約 700l である。 

体重 30kg の小学生が１日に必要な酸素 254l ÷ 700l/kg 

                   ＝      kg ＝（Ａ      ）g 

②樹木が 樹
じ ゅ

冠
か ん

１㎡あたり１日に出している酸素（g/㎡）＝（Ｂ） 

 樹木は 樹
じ ゅ

冠
か ん

１㎡あたり１年間に 1.4kg（＝1400g）の酸素を出している。 

   1400（g/㎡）÷ 365（日）＝（Ｂ      ）g/㎡ 

③小学生１人に必要な酸素を供給する 樹
じ ゅ

冠
か ん

の面積 ＝ Ｃ 

（A     ）g÷（B      ）g/㎡＝（Ｃ     ）㎡ 
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